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高田東部地域の地質

竹内圭史＊・加藤碵一＊＊

　本図幅の研究は特定地質図幅の研究の一環として実施されたもので，野外地質調査は平成2-4年度に実施さ

れた．本報告は，今回の調査のほか，筆者らのこれまでの調査研究資料によりまとめられたものである．

　報告書の執筆にあたっては，おもに中新統-下部更新統を竹内が，中部更新統-完新統を加藤が分担し，全

体のとりまとめを竹内と加藤が共同で行った．

　本図幅地域に関する一部未公表の地質資料の提供をいただいた新潟大学理学部地質学鉱物学教室の方々に

感謝する．

　また，地質部柳沢幸夫技官は野外調査に協力するとともに珪藻化石を同定した．岩石薄片は地質標本館安

部正治・野神貴嗣両技官により作製された．あわせて謝意を表する．

Ⅰ.　地　　形

（加藤碵一）

　本図幅地域は，東北日本と西南日本の境界部をなすフォッサマグナ地域北部の一画をなし，北緯37ﾟ0′-

37ﾟ10′，東経138ﾟ15′-138ﾟ30′の範囲を占める．行政区分の上では大部分が新潟県に属し，南東隅は関田山
さ ん わ

脈に境されて長野県にまたがる．すなわち，新潟県側は，上越市，新井市，中頸城郡三和村・清里村・
く び き う ら が わ ら

板倉町及び頸城村・中郷村，東頸城郡牧村・安塚町・浦川原村・大島村であり，長野県側は飯山市であ

る．

　本図幅地域の地形は，北西部の高田平野と，南東部を占め関田山脈を含む東頸城丘陵に大きく区分さ

れる．地形は北西から南東へ，一部段丘化した広範な低地から扇状地，台地ないし丘陵地，山地へと高

（平成 5年稿）地域地質研究報告
5 万分の 1 地質図幅
新潟（7 ）第 6 1 号

　*地質郡　**国際協力室

Keywords areal geology  geologic map, 1:50,000. Takada -tobu, Miocene, Pliocene, Pleistocene, Holocene, Niigata, Joetsu,
Higashikubiki Hills, Sekida Mountains, Takada Plain, Oil Tertiary, Teradomari Formation, Matsunoyama Tuff, Siiya Formation,
Nishiyama Formation, Shiroiwa Formation, Uonuma Group.
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度が上がっていく（第1図）．以下に低地から高地へかけて順次説明していく．

　低地をなす高田平野は日本海側の代表的な海岸平野の1つで，大きく不等辺三角形状をなし，その面積

は約350km2である．本図幅地域にはその南半部が分布している．
せきかわ

　高田平野における最大の河川は，同平野西郡をほぼ南北に貫流する関川である．1969年に一級河川に

指定された関川は，たび重なる水害対策のために，平野部におけるその流路は河川改修によりしばしば

変更されている（高野，1986）．関川の源は妙高火山南西方の山地部（南西隣「妙高山」図幅地域内）に発し，

同火山南麓郡の新潟-長野県境にそって東流する．同火山東麓部に至って流向を転じ，本図幅地域南西隅

の新井市内に入って北流し，上越市高田東方を通って日本海に注ぐ．本地域内では，西方からは妙高火

山から流出する渋江川と西頸城山地から流出する矢代川が合流する．東方からは，関田山脈に水源をも

つ大熊川，別所川及び櫛池川が合流する．
ほくらがわ

　もう1つの主要な河川は本地域北部を西流する保倉川である．その水源は菱ヶ岳周辺の山地郡であり，
おぐろがわ たかたにがわ

北方から熊谷川及び猿俣川，南方から細野川，小黒川及び高谷川などの支流が合流する（第 2図）．なお，

現在の保倉川の流路は河川改修の結果であり，以前は著しく蛇行していたことが旧自然堤防の分布から

知られている（高野ほか，1988）．

　関川下流域の低地部である高田平野は，3つの沖積地形面，すなわち高位より高田面，関川面及び関川

氾濫原面に区分される（高田平野団体研究グループ，1981）．高田面はもっとも広く発達し同平野の大部

分を占める．高田面上の関川の新旧流路沿いに多くの自然堤防が分布し，それらの上に上越市高田や新

井市をはじめとする大小の集落が多数立地する．関川面は，高田面の下位に位置し，関川と矢代川合流

点南方から北新井にかけてやや広く分布するが，下流域では高田城跡付近などに小分布があるにすぎな

い．やはり旧流路沿いに自然堤防の分布が見られる．高田面は段丘化しており，高田・関川両面の比高

は最大6m程度である．関川氾濫原面は，本地域最下位の地形面すなわち現沖積面であり，本地域ではお

もに関川に沿ういわゆる氾濫原であるが，現在では河川改修によって水田や宅地となっている．関川面

との比高は2-3m以下である．

　高田平野南東縁部には，大熊川・別所川・櫛池川・飯田川によって形成されたきわめて緩傾斜の沖積

扇状地群が複合して発達している．それらの扇頂郡を連ねる線は，NE-SW方向の直線的な急崖をなし，

SE側上がりの垂直成分を持つ断層の伏在が推定される（辻村，1942）．

　更新世の段丘である台地は，保倉川流域でやや発達する（保倉川台地・山本台地）ほかは，岡嶺新田付

近や飯田川沿いの孤立した分離丘状地形（飯田川・岡野町台地）や本図幅南西隅の関川や渋江川沿いの小

台地（関川台地・中郷台地）が散在する程度である．

　これらの更新世の段丘面は，高田平野西縁部に模式的に分布する更新世後期の愛の風面や平山面（赤

羽・加藤（1989）参照）に相当する．

　高田平野南東縁の標高200m前後以下の地域は，狭義の丘陵部（新潟県，1979）でありNE-SW方向に延

びる（第1図）．広義の山地は，本図幅地域の南東半部に広がっており，とくに本地域南東部には，本地域

の最高所である菱ヶ岳（1129．1 m）を始め，標高1,0 0 0 - 1,100mの尾根がENE-WSW方向に延びており

（第2図），関田山脈と呼ばれる．その稜線部は分水嶺となって新潟県と長野県の境界をなしており，牧峠・
ぶ す の

伏野峠などの交通路がある．関田山脈稜線の北側斜面には大規模な崩落崖が発達する．
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　標高500m程度以下の起伏部を丘陵部とする見方もあり，これに従えば広義の山地を含む広範囲の部

分を東頸城丘陵と呼ぶことになる．東頸城丘陵は北東隣「岡野町」及び東隣「松之山温泉」図幅地域にかけ

て広がっており，わが国でも有数の地すべり地形の発達が著しい地域である．東頸城丘陵の地形は地質

や褶曲構造を反映している．比較的軟弱で地すべりの多い樽田層や須川層の泥岩が卓越する地域は，相

対的に緩傾斜である．一方堅硬な地層や貫入岩，たとえば田麦川層の分布する霧ヶ岳や京ヶ岳などは比

較的急な地形を呈しており，須川層と田麦川層の地層境界で地形が急変している．また，霧ヶ岳や長倉

山では背斜構造を反映した尾根状の地形，牧村大月・浦川原村浦川原から北東にかけては向斜構造を反

映したゆるやかな谷地形が見られる．
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Ⅱ.　地　質　概　説

（竹内圭史・加藤碵一）

　本図幅地域は，地体構造的には東北日本と西南日本の境界部をなすフォッサマグナ地域北部の一画に

あたり，上越から下越にかけて新第三系-第四系が広く分布する新潟堆積盆地（新潟県，1977）の南西部に

位置する（第3図）．新潟堆積盆地の新生界は，砕屑性堆積岩を主とする下部中新統-下部更新統からなり，

下位より三川層・津川層・七谷層・寺泊層・椎谷層・西山層・魚沼層群などに区分される（新潟県，1989：

小林・立石，1992）．下部中新統の最上部の津川層以上の地層は，基本的には一連整合の堆積物であり，

基底部と最上部の魚沿層群とが陸成である他は海成層からなる．全積算層厚は4,000m以上に達する．

　新潟堆積盆地の中新統-下部更新統の地質構造は，一般にN N E - S S W方向のいわゆる新潟方向の褶

曲・断層が卓越する．本図幅地域の主な中新統一下部更新統分布地域である東頸城丘陵の地質構造も同様

な方向を示すが，東隣地域の松之山ドームでもみられるように，褶曲構造のほかにドーム・ベースン構

造が存在する点で新潟堆積盆地の主部と相違がみられる．

新潟堆積盆地の基盤については，一部の坑井で先新第三系の基盤として中生代付加コンプレックス及

び花崗岩が知られており，これら（及び一部地域では下部中新統）を中部中新統が不整合に覆うものと考

えられている（新潟県，1989）．中部中新統に石油・天然ガスを胚胎することは新潟堆積盆地の一つの特

徴である．

　本図幅地域に分布する中新統-下部更新統の層序は，新潟油田標準層序（新潟県，1989：小林・立石，

1992）と基本的に一致しており，地表には中新世後期の寺泊層相当層以降の地層が分布している．

　本図幅地域では坑井でも中部中新統の基盤には達しておらず，基盤は地下3,000m以深に伏在すると

考えられる（第3図）．

　本地域周辺の地域地質の研究としては，地質調査所発行の5万分の1地質図幅として，北東隣「岡野町」

（小林ほか，1989），南東隣「苗場山」（島津・立石，1993）及び西隣「高田西部」（赤羽・加藤，1989）の各図

幅がある．また，北隣「柿崎」が調査中である．新潟県発行の5万分の1土地分類基本調査「高田東部」（1980）

及び東隣「松之山温泉」（1987）・「柿崎」（1979）が出版されている．



－ 6 －

Ⅱ．1　層　序

中新統-下部更新統

　本報告の層序区分は，基本的に新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）の区分によった（第4図・

第1表）．
た る だ す が わ たむぎがわ しろいわ うらがわら

　本図幅地域に分布する中新統ｰ下部更新統は下位より，樽田層，須川層､田麦川層，白岩層・浦川原層，
な ら だ て さるはし

奈良立層，及び猿橋層に区分される（第4図）．

　これらの地層は猿橋層と下位層との不整合関係を除いて一連整合である．樽田層上部は須川層下部と

同時異相関係にあり，本地域南部に分布する白岩層と，北部に分布する浦川原層とはほぼ同時期の地層

である．猿橋層は須川層を不整合に覆う．

　樽田層は新潟油田標準層序（新潟県，1989）の寺泊層上部に，須川層は椎谷層に，田麦川層は西山層に，

白岩層・浦川原層は東山丘陵の白岩層に，奈良立層・猿橋層は魚沼層群下部と中部に，それぞれ対比さ

れる．
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　檜田層は東頸城丘陵に広く分布する．黒色泥岩砂岩互層及び異色泥岩からなり，中部に松之山凝灰岩，

上部に数枚の酸性凝灰岩を挟む．下限は不明で，層厚1,000m以上と推定される．

　須川層は樽田層をとりまく形で東頸城丘陵に広く分布する．塊状黒色泥岩からなり下部に黒色泥岩砂

岩互層及び酸性凝灰岩を挟む．層厚は900-2,000mである．

　田麦川層はタービデイト相とシルト岩相からなり，両者は同時異相関係にある．タービダイト相は砂

岩シルト岩互層からなり本地域北東部と南部に分布する．シルト岩相は塊状シルト岩からなり北部と南

東部に分布する．層厚は500-1,000mである．

　白岩層は関田山脈の北側に沿って東西に分布する．砂質シルト岩からなり層厚は80-200mである．浅

海生の貝化石を産する．

　浦川原層は本地域北部に分布する．砂質シルト岩シルト岩互層からなり上部に礫岩・酸性凝灰岩を挟

む．層厚750m以上である．

　奈良立層は関田山脈に分布する．層厚は全体で900m以上である．下位より砂岩相・砂岩シルト岩相・

火山岩相の3相に区分される．砂岩相は層厚50-100mで，細粒砂岩を主とし礫岩を伴う．砂岩シルト岩

柏は厚さ数mの砂岩・シルト岩からなり礫岩・亜炭及び酸性凝灰岩を挟む．層厚は300-800mである．

火山岩相は輝石安山岩の溶岩・火山角礫岩からなり凝灰岩を挟み，層厚400m以上である．

　猿橋層は東頸城丘陵西緑に須川層を不整合に覆って分布する．主に礫岩からなり砂岩及びシルト岩を

挟む．層厚450m以上である．

　有孔虫・貝などの化石及び岩柑から，樽田層・須川層及び田麦川層はやや深い海に堆積した海成層，
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白岩層及び浦川原層は浅海成層と考えられる．奈良立層下部-中部は河川成を主とし汽水成層を挟在し，

上部の火山岩相は陸上噴出である．猿橋層は河川成と考えられる．これらの地層は全体として一連の海

退を示している．

　地表には露出しないが，坑井資料によれば樽田層の下位に中期中新世の下部寺泊層相当層（難波山層と

も呼ばれる）が累重している（Ⅵ． 1，第6表参照）．下部寺泊層は層厚2,000m以上で，砂岩泥岩互層・泥

岩砂岩互層・泥岩からなり凝灰岩を挟有する．下部層準に石油・天然ガスが胚胎する．

　関田山脈北側斜面に須川層-奈良立層中に輝石安山岩の岩床及び岩脈が分布する．

中部更新統-完新統

　本図幅地域の中部更新統-完新統は，河岸段丘堆積物・崩積堆積物・風成ローム層・妙高火山噴出物・

扇状地堆積物及び沖積層に大きく分けられる．段丘堆積物は，本図幅地域ではおもに比高によって区分

された高・中・低位の3つの段丘面群を構成する．ただしこの区分は新潟地域を通じての高・中・低位

段丘面区分（たとえば竹内ほか，1994）に対応するわけではない．本地域の高位段丘面は，高田平野西緑

に模式的に発達する後期更新世の愛の風面に相当し，中位段丘面は，同様に平山面に対応すルート考えら

れている（大山ほか，1993）．低位段丘面は，沖積段丘面と中位段丘面間に発達するいくつかの段丘面群

を一括したものである．各段丘面を構成する堆積物は砂・礫・シルトを主とし，礫種は安山岩礫が卓越

し，広域テフラが挟在する．地形の項で述べたように，沖積段丘は高田面とより下位の関川面に区分さ

れる．前者は本図幅地域の高田平野に広く発達している．高田平野南東縁部には扇状地が発達し，丘陵・

山地郡には新旧の地すべり・崩積堆積物が見られる．

　本図幅地域南東隅には，妙高火山起源の渋江川火砕流堆積物や妙高火山泥流堆積物の小分布がある．

　沖積層は地表部では氾濫原堆積物・扇状地堆積物や人工改変によって覆われ露頭に乏しいが，ボーリ

ング資料によれば，高田平野で数百mもの厚さがあり，地下水を胚胎する礫層を数枚はさむ粗粒堆積物

からなる（高田平野団体研究グループ，1981）．

　また，頸城ローム層をはじめとした風成ローム層が更新世後期以降の地層に挟在している．

Ⅱ.2　中新統一下部更新統の地質時代

有孔虫層序

　新潟堆積盆地の時代区分は，坑井において有孔虫以外の微化石の産出に乏しいこともあって，従来か

ら浮遊性有孔由層序（米谷，1978）及び底生有孔虫層序（Matsunaga，1963）が基準として用いられている

（第5図）．

　本地域周辺の中新統-下部更新統の地質時代については，Matsunaga（1963）・渡辺(1976）による有孔虫

層序の研究と，新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）・小林ほか（1989）によるフィッション・ト

ラック年代がある．

　Matsunaga（1963）は東北日本海側に分布する新第三系について底生有孔虫層序を検討し，牧村地域で

は寺泊層-灰爪層(本報告の樽田層-白岩層）を4つの化石帯苛に区分した．渡辺（1976）は本地域中央部の高

谷川ルートで底生及び浮遊性有孔虫層序を検討した結果，須川層は大部分が寺泊階で上部のみが椎谷階
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であり，須川層と田麦川層の境界は，椎谷階と西山階の境界に一致すルートし，また田麦川層下部から浮

遊性有孔虫‚Globigerina inflataの産出を報告した．

　本研究では，樽田層・須川層・田麦川層について，菱ヶ岳西のルート（第33図）で15試料，安塚町安塚

の小黒川ルートで9試料など計70試料を採取し有孔虫化石の抽出をおこなった．その結果，11試料から地

質時代の決定に有効な浮遊性有孔虫化石，及び底生有孔虫化石が産出した（第2表b）．産出した有孔虫

化石による地質時代・堆積環境の推定結果を第2表aに示す．なお，他に15試料から底生有孔虫のみが

産出した．

　これらの結果を，浮遊性有孔虫層序（米谷，1978）を基本に底生有孔虫層序を加味して検討する．

　樽田層は浮遊性有孔虫が産出しておらず，Barren Planctonic Foraminifera zoneにあたる可能性が

高い．

　須川層は浮遊性有孔虫Orbu l ina  un iversa及び底生有孔虫Mil iammina  ech igoens i sが産出し，

Globorotalia ikebei／Orbulina universa zoneにあたる．

　田麦川層は小黒川ルート・高谷川ルートで下部からGloboro ta l ia  inflata（s.1.）が産出する．これは

Globorotalia inflata bed no.3にあたり，Globigerina pachyderma (dextral)／Globorotalia orientalis
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zoneの下部にあたる．また，北東隣「岡野町」図幅地域では田麦川層上部に対比される黒姫層に Globor-

otalia inflata bed no.3がある（小林ほか，1989）．

珪藻層序

　本地域では従来珪藻化石の報告はなかったが，本研究では須川層・田麦川層・奈良立層の泥岩・シル

ト岩・石灰質団塊計29試料について珪藻化石の抽出を行い，須川層下部・田麦川層上部の各1試料から

珪藻化石が産出した（第3 表）．板倉町山越の須川層下部からはAk i b a（1 9 8 6  ）のRouxia cal i fornica  

Zone（NPD7A）に相当する珪藻群集が産出した．Akiba（1986）によれば本帯の年代は7.4-6.0Ma（後期

中新世の後期）である．浦川原村唐野山の田麦川層上部から産出した珪藻化石は，保存が悪いため明確

なことは言えないが，Neodenticula koizumiiが産出することからAkiba(1986)のNeodenticula kamts-

chatica-N. koizumii Zone（NPD8  ）ないしN. koizumii Zone（NPD9）に相当する可能性が高

い．両帯の年代範囲は3.2-1.7Ma（後期鮮新世）である．

フフフフィィィフィッション・トラック年代ィッション・トラック年代ッション・トラック年代ッション・トラック年代ッション・トラック年代

　東隣「松之山温泉」図幅地域及び「岡野町」図幅南西部地域の樽田層一奈良立層に挟在する凝灰岩につい

て，第4表のフィッション・トラック年代値が報告されている．

　本研究では，樽田層中部の松之山凝灰岩について9.8±0.9Ma，檜田層上部の東松ノ木凝灰岩について

7.7±0.9Ma，田麦川層上部の菅凝灰岩について3.3±0.3Maというフィッション・トラック年代値を得

た（第5表及び第32図）．

　これらの年代値から，樽田層の松之山凝灰岩は約9Ma，樽田層上部は9-7Ma，須川層下部は約6Ma，

田麦川層は5-3Ma，白岩層（東川層）は約3Ma，奈良立層は3Ma以後ということになる．

　以上の微化石層序とフィッション・トラック年代は，フィッション・トラック年代の方がやや古い年

代を示す傾向が認められるものの大きな矛盾はなく，第5図のようにまとめられる．各地層の地質時代

は，樽田層及び須川層は後期中新世，田麦川層は前期鮮新世，白岩層・浦川原層及び奈良立層は後期鮮

新世である．本図幅東方地域の魚沼層群の層序との対比（島津・立石，1993）によれば，奈良立層の上限

も更新世には及ばず後期鮮新世である．猿橋層については時代を特定する資料はないが，礫種が安山岩

礫を主とすることから奈良立層上部の火山岩相を給源とみなせば，奈良立層上部と同時かそれ以降と考

えられ，本報告では更新世前期とみなした．
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Ⅲ.　中新統－下部更新統

（竹内圭史・加藤敬一）

　 　 た る だ

Ⅲ．1　樽田層（Tr，Tp，Tt1-4・Tt）

　新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）は東隣「松之山温泉」図幅地域から本地域にかけて調査

し，松之山凝灰岩とそれ以下の地層を松之山累層として樽田累層の下位に区分した（第7図・第1表）．

しかし本地域内では，新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）も示唆しているように，松之山凝灰
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岩が西方へ薄化し上部から次第に泥岩と指交関係になると考えられること，松之山累層の泥岩は樽田層

の泥岩と岩相的に違わないことから，本報告では松之山累層を樽田層に含めた．

　地層名　新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）の樽田累層による．

　模式地　安塚町樽田の小黒川（新潟大学東頸城地域地質調査グループ，1987）

　層序関係　樽田層は本図幅地域の地表に露出する中新統のうち最も下位の地層であり，地表では下限

は不明．坑井資料によれば下部寺泊層に整合に重なる（Ⅵ．1，第6表）．

　分布　安塚町長倉山から三和村社地山にかけて広く分布する．

　層厚　全層厚は1,000m以上．松之山凝灰岩の上限より上位の層厚は，長倉山東で400m（第6図），牧

村宇津ノ俣で600m，坑井安塚N-1の資料（西田，1974）によれば安塚で約500mである．

　岩相　泥岩砂岩互層及び泥岩を主体とする．中部に松之山凝灰岩（Tp）及び桜滝凝灰岩（Ttl）・朴ノ木

凝灰岩（Tt2）と東松ノ木凝灰岩が，上部にTt3・Tt4など2-3枚の酸性凝灰岩が挟在する．このほか厚さ30

cm以下の酸性凝灰岩が多数挟在する．牧油田の坑井資料によルート牧村桜滝では松之山凝灰岩の100m下
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位にも厚さ約100mの凝灰岩が挟在する（第25図）．

　泥岩砂岩互層は黒色泥岩と白色砂岩との泥岩優勢互層である．典型的な岩相は厚さ5-10cmの泥岩と5

mm-1cmの砂岩薄層との互層であり（第8図），しばしば砂岩の頻度が少なくなり泥岩に漸移する．砂岩は

細粒一極細粒凝灰質砂岩であり級化成層をなす．まれに数十cmの厚い砂岩も見られる．泥岩は黒色-暗灰

色で10-数十cm単位で成層する．鱗片状の平行葉理が認められる．泥岩にはときに径数cm-十数cmの

石灰質団塊が含まれている．

　安塚町から牧村にかけての地域では泥岩砂岩互層が広く分布している．三和村社地山から牧村宮口に

かけては岩柏が異なり，上部は互層であるがTt3凝灰岩以下では塊状泥岩からなり，全体に厚い細粒酸性

凝灰岩が挟在し泥岩もしばしば凝灰質となる．

　松之山凝灰岩（Tp）は「松之山温泉」図幅地域内の松之山町松之山を模式地として池辺（1940）により命

名された凝灰岩層である．本地域には安塚町長倉山から牧村桜滝にかけて分布する．層厚は約100mであ

る．淡緑灰色，堅硬なデイサイト質粗粒凝灰岩であり，下部は塊状で上部には平行層理が発達する．松

之山凝灰岩の上位に挟在する桜滝凝灰岩（新称）（ Ttl）・朴ノ木凝灰岩(新潟大学東頸城地域地質調査グ

ループ，1987）（Tt2）は，松之山凝灰岩と似た岩質・堆積構造をもつ．新潟大学東頸城地域地質調査グルー

プ(1987）が指摘したように，これらは模式地の松之山凝灰岩上部に相当すルート考えられる．

　Tt3・Tt4両凝灰岩（新称）は大月向斜両翼の樽田層上部-最上部に挟在すルートもに厚さおよそ30mの
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白色酸性凝灰岩で，Tt4凝灰岩は普通角閃石を含むことが特徴である．

　檜田層上部に挟在する厚い凝灰岩の多くは，級化成層や単層上部に平行層理が発達するなどの堆積構

造や，泥岩ブロックを取り込んでいる（各地層中に挟在する凝灰岩の柱状図・岩質については Ⅶ．1参照）．

　化石　泥岩からまれに底生有孔虫化石が検出される．

　地質時代　中部に挟在する松之山凝灰岩・東松ノ木凝灰岩についてフィッション・トラック年代とし

てそれぞれ9.8±0.9Ma，7.7±0.9Maの年代値が得られた（第5表）．模式地の松之山凝灰岩のフィッ

ション・トラック年代として8.4±0.6Maが報告されている（新潟大学東頸城地域地質調査グループ，

1987）．これらの年代値から，樽田層の地質時代は後期中新世である．

す が わ

Ⅲ.2　須川層（Sm）

　地層名　新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）の須川累層による．

　模式地　安塚町信濃坂から須川にかけての須川川（新潟大学東頸城地域地質調査グループ，1987）．た

だしこのルートは近年河川改修により露頭が少なくなっており，北方の船倉川の方が観察に適している．

　層序関係　樽田層に整合漸移に重なるが，本地域中央部で樽田層最上部に挟在するTt4凝灰岩が南西

部地域では須川層の塊状泥岩中に挟在しており，樽田層上部と須川層下部は同時異相関係にある．

　分布　東頸城丘陵一帯に樽田層を取り巻く形で広く分布する．

　層厚　模式地の須川川で900m，坑井安塚N-1の資料（西田，1974）から見積もルート安塚町安塚で約800
どうがた

m，牧村の大月向斜では600m以上である．板倉町地域の坑井筒万TS-1の資料（新妻，1982）ではおよそ

1,500mとみられる．

　岩相　塊状の黒色-時灰色泥岩からなり，ときに厚さ数十cmの砂岩・酸性凝灰岩を挟む．浦川原村真

光寺・牧村下川井沢では檜田層と同じ岩相の泥岩砂岩互層が厚さ数m単位でしばしば挟在する．泥岩は

径数-10数cmの石灰質団塊を含む．

　泥岩は樽田層のものと異なり塊状で層理や鱗片状葉理をもたず，しばしば走向傾斜を判定することが

困難となる．風化すると露頭規模で赤褐色のひび割れが生じ崩れ落ちる．上位に田麦川層のシルト岩相

が重なる南東部地域では，上位になるにつれて色調が灰色になり粒度もやや粗化して田麦川層のシル

ト岩に漸移する．

　板倉町地域に広く分布する塊状泥岩は岩相からは須川層に区分される．板倉町機織には厚い酸性凝灰

岩が2層挟在しており，下位のものは重鉱物として黒雲母・普通角閃石を含む特徴から，牧村西部地域

で樽田層上部に挟在する凝灰岩Tt4に対比される（Ⅶ．1参照）．したがって，板倉町地域の須川層の下部は

牧村地域の樽田層上部と同時期の地層である．Tt4凝灰岩層には部分的に小断層が発達している（第9

図）．

　安塚町地域では須川層の下部に谷凝灰岩，上部に竹所凝灰岩が挟在する（新潟大学東頸城地域地質調査

グループ，1987）．谷凝灰岩は牧村西部地域で樽田層最上部に挟在する凝灰岩に対比される可能性がある．

　船倉川・飯田川などでは厚さ数十cmの暗灰色の火山礫凝灰岩が数層挟在する．径1cm程度の安山岩

礫と粗粒-中粒軽石からなり級化成層を示す．
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　化石　安塚町上方・牧村倉下で貝化石片が見られた．浮遊性・底生の有孔虫及び珪藻を産する（第2・

3表）．海綿骨針 Makiyama chitaniiが産する（新潟県，1966）．

　地質時代　樽田層・田麦川層下部のフィッション・トラック年代などから，中新世後期である（Ⅱ．

2参照）.

たむぎがわ

Ⅲ．3　田麦川層（Ta，Tm，Ts）

　地層名　新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）の田麦川累層による．

　模式地　北東隣「岡野町」図幅地域内の大島村板山の田麦川（新潟大学東頸城地域地質調査グループ，

1987）.

　層序関係　須川層に整合に重なる．須川層に田麦川層のシルト岩相が重なる地域では両者は漸移する．

田安川層はタービダイト相とシルト岩相からなり両者は同時異相関係にある．

　本地域南東部のシルト岩相は新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）の菖蒲累層にあたる．南西

部の田麦川層は中村（1982）の富倉層の上部と長沢層をあわせたものにあたる．

　分布　須川層を取り巻く形で広く分布する．タービダイト相は本図幅地域北東部と南部に，シルト岩

相は北部と南東部に分布する．

　層厚　本地域北部では，浦川原村下猪子田の小谷島背斜西翼で1,000m，安塚町小黒川ルートで800m，

浦川原村法定寺で600mと，東のタービダイト相で厚く西のシルト岩相で薄い（第6図）．南部では菱ヶ岳

で700m，清里村赤池で800m，板倉町上関田で500mである．

　岩相　タービダイト相（Ta）はフリッシュ型の砂岩シルト岩互層からなる．北東部のタービダイト相は

砂岩優勢で（第10図），最下部と中部には厚層理粗粒砂岩（Ts）が卓越する．南部のタービダイト相は等量

ないしシルト岩優勢互層であり一部は塊状シルト岩が卓越する．級化成層は良く観察されるがソール

マークはほとんど見られない．シルト岩柏（Tm）は灰色塊状のシルト岩からなりまれに厚さ数十cm以

下の細粒砂岩を挟む．北部のシルト岩相はやや粗粒なシルト岩からなり風化すると灰白色を示す．

　本座（1965a）は本図幅地域北東部に分布する円安川層のフリッシュ型互層について研究し，タービダ

イトとしての性質を明らかにした．本座（1965b）は田麦川層中の砂岩について貯留岩としての性質の検

討を行っている．

　化石　貝化石Anadara  s p . , Ost rea  s p . ,  C a r d i u m  s p . ,  B a l a n u s  s p . .（新潟県，1 9 6 6 ）や，

Glycymeris yessonesis,Mercensis sp.,Buccinum sp., 海綿骨針 Makiyama chitanii（新潟大学東頸城地

域地質調査グループ，1987）を産する．浦川原村飯室でTurritella sp.が産出した．有孔虫（渡辺，1976;

本報告，第2表）及び珪藻（第3表）を産する．

　地質時代　牧村菅で田麦川層上部に挟在する菅凝灰岩のフィッション・トラック年代として3.3±0.3

Maが得られた（第5表）．浮遊性有孔虫層序・瑛藻層序，フィッション・トラック年代により，鮮新世前

期である（Ⅱ．2参照:第5図）
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し ろ い わ

Ⅲ.4　白　岩　層（Sr）

　地層名　中村（1982）によれば，池田（1975）の命名．

　新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）は「松之山温泉」図幅地域から本地域南東部にかけて田麦

川層の上位に重なる本層を東川層として区分しているが，本地域内では南東隅の菱ヶ岳周辺を除いてむ

しろ飯山地域の白岩層（中村，1982）の岩相であるので，本報告では白岩層の名称を採用した．

　横式地　新井市平丸（南隣「飯山」図幅地域内）．

　層序関係　田麦川層に整合漸移に重なる．

　分布　関田山脈の北側斜面に沿って東西に分布する．

　層厚　菱ヶ岳で200m，前山の東・清里村赤池でともに80m（第6図）．

　岩相　主に灰白色塊状の砂質シルト岩からなり一部は極細粒砂岩である．本層の上部には長径約20cm

の石灰質団塊が配列する（第11図）．東部の菱ヶ岳から牧村菅にかけては，砂質シルト岩に褐鉄鉱質の小

結核（通称ミコブタン）が層状に配列する岩相となる．

　化石　清里村青柳から貝化石Ostrea, Glycymeris,Pecten,Turritellaが産する（新潟県，1966）．本報

告の調査では菱ヶ岳，牧村菅・鷹羽鉱泉，清里村赤池でTurritella sp.が産した．菱ヶ岳周辺ではチクワ

型生痕がみられる．

　地質時代　東川層最上部・奈良立層最下部のフィッション・トラック年代3.0・2.9Ma（新潟大学東頸

城地域地質調査グループ，1987；小林ほか，1989）から，後期鮮新世である（Ⅱ． 2参照：第5図）．
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うらがわら

Ⅲ.5　浦川原層（Ua，Uc）

　地層名　新称．北隣「柿崎」図幅地域の長坂層（頸城村史編さん委員会，1988）にあたる．

　模式地　浦川原村浦川原の保倉川．

　層序関係　田麦川層に整合に重なる．熊谷川向斜の軸部に分布しており上限は不明である．

　分布　模式地周辺にまとまって分布する．

　層厚　浦川原村菱田から高谷川ルートで750m以上．分布域を通じて同程度の層厚である．

　岩相　主に砂質シルト岩シルト岩互層からなり，礫岩・凝灰岩を挟む．砂質シルト岩シルト岩互層は，

明灰色の砂質シルト岩と灰色のシルト岩との互層で，1単位の厚さは約5cmである（第12図）．浦川原村

虫川の浦川原層下部ではリップルマークが見られ，古流向はSW→NEを示す（第13図）．
ながしり

　礫岩は浦川原村浦川原・長走に分布する．浦川原では厚さ15m以上であり，長走では厚さ2-5mの礫岩

が砂岩と不規則な互層をなしている．礫は径2-8cmのチャート・安山岩の亜角礫が主である．

　凝灰岩は浦川原村長走周辺に分布する．厚さ3-10mの白色酸性凝灰岩で，1-2cm大の軽石と細粒基質

からなる．長定から岩室への道路工事の際に見られた露頭では，軽石質-中粒凝灰岩で異常堆積構造とそ

れを切る小構造（断層）が観察される（第14図）．
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　化石　一部に小型のチクワ型生痕が多産する．下部からは有孔虫化石が産する（渡辺，1976）．

　対比　田麦川層の上位に重なることから関田山脈地域の白岩層に対比される．また，浦川原層の層厚

が白岩層よりもかなり厚いことと，浦川原層上部の酸性凝灰岩が，奈良立層最下部の砂岩相に見られる

軽石に富む層準に対比される可能性があることから，浦川原層上部は奈良立層下部に対比されるものと

考えた（第4図）．

 な　ら だて

Ⅲ．6　奈良立層（Ns，Na，Nv）

　地層名　Noda（1962）の奈良立層による．

　模式地　東隣「松之山温泉」図幅地域内の松代町奈良立の渋海川（Noda，1962）．

　層序関係　白岩層に整合に重なる．上限は本地域には分布しない．

　分布　本図幅地域南東部の関田山脈に分布する．

　層厚　菱ヶ岳・前山の東でともに900m．

　岩相　奈良立層は下位より砂岩相・砂岩シルト岩相及び火山岩相の3つに区分される．

　砂岩相（Ns）は主に細粒砂岩からなり粗粒砂岩-小礫岩及びシルト岩を挟む．下部には葉理状に粗粒軽

石を混える．層厚は前山で55m，菱ヶ岳で120m．

　砂岩シルト岩相（Na）は単層の厚さ数十cm-数mの砂岩・シルト岩の不規則な互層からなり礫岩・亜炭

及び酸性凝灰岩を挟む．菱ヶ岳・前山では貝化石を産する海成シルト層が挟在する（第15図）．層厚は菱ヶ

岳で350m，牧村菅の南で300m，前山の東で700m，前山の西で430m，光ヶ原で800m以上である（第6図）．

礫岩の礫種は安山岩・流紋岩・チャートが主である．

　火山岩相（Nv）は輝石安山岩の溶岩及び火山角礫岩からなり，凝灰岩を挟む．層厚は菱ヶ岳南で 400m

以上，牧峠で200m以上．伏野峠周辺では溶岩が卓越する．溶岩は板状節理が発達するかもしくは塊状で

たまねぎ状風化を示す．牧峠・飯山市西沢では火山角礫岩が卓越する．牧峠では，それぞれ厚さ約10mの

火山角礫岩と砂岩シルト岩互層とが累重しながら，砂岩シルト岩柏から火山岩相へ移化する．火山角礫

岩は径15-70cmの輝石安山岩塊とその風化物と思われる不淘汰な基質からなる．

　凝灰岩は飯山市寒川西と西沢上流・伏野峠のそれぞれ林道沿いで観察された．寒川西では層厚7m以上

の白色粗粒-極細粒凝灰岩で，1-1.5mm大の斜長石・黒雲母を含む．西沢上流・伏野峠の凝灰岩は層厚

数十cm-数m以上，赤・黄・灰色など雑多な色調を示す2cm大の軽石と細粒基質からなる．一部では軽

石が10cm大に達すルートともに，5-10cm大，最大で30cmの安山岩礫を含む．

　岩石記載

　　普通輝石紫蘇輝石安山岩（試料番号Ta84：GSJ R60663）

産地：安塚町伏野峠

産状：塊状溶岩．暗灰色緻密で斜長石斑晶が多い．

斑晶：斜長石・紫蘇輝石・普通輝石・鉄鉱物．

　　　斜長石は0.5-2mm．紫蘇輝石は0.3-1mmの自形で薄い反応縁が認められる．普通輝石は1．5-2mm
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　　　の自形-半自形で集斑状組織をなす．

石基：斜長石・ガラス・鉄鉱物．

　　　填間状組織・ピロタキシティック組織を示す．

　化石　菱ヶ岳でシルト岩から貝化石，砂岩に生痕が産する．新潟県（1979）は光ヶ原の北でカキ化石層

を報告している．

　対比　奈良立層は本地域南西部では中村（1982）の土路層にあたる．火山岩相は，島津ほか（1983）の菱ヶ

岳火山岩層，赤羽ほか（1991）の野々海川火山岩層，島津・立石（1993）の天水山累層中条川凝灰角礫岩部

層にあたり，魚沿層群の下部に対比される（島津・立石，1993）．
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　地質時代　フィッション・トラック年代，魚沼層群との対比により，鮮新世後期である（Ⅱ．2参照：新

潟大学東頸城地域地質調査グループ，1987；島津・立石，1993）．

さるはし

Ⅲ．7　猿橋層（Sc）

　地層名　中村（1982）．森島（1941）の猿橋礫層に由来する．中村（1982）の小濁層も本報告では猿橋層に

一括した．

　模式地　新井市猿橋の長沢川（森島，1941）

　層序関係　本図幅地域では分布から須川層を不整合に覆うものと考えられる．直接の関係は観察され

ない．南隣「飯山」図幅地域内の関川沿いでは土路層（本報告の奈良立層）に整合に重なる（中村，1982）．

　分布　東頸城丘陵の西緑に沿って木成断層の西側に分布する．

　層厚　板倉町飯喰沢（いぐいざわ）の西で450m以上，その南方の「飯山」図幅地域では450m．

　岩相　主に厚さ数mで成層する礫岩からなり，厚さ1-2mの中-細粒砂岩・シルト岩を挟む．上位へ次

第に砂岩・シルト岩の割合が増す傾向が認められる．礫種は主に径15-30cmの安山岩，5cm以下のチャー

ト・砂岩からなり，白色の流紋岩礫や中新-鮮新統の泥岩の礫も含まれている．

　化石　植物化石片が産出している（中村，1982）．

　地質時代　猿橋層の地質時代を示す資料はないが，猿橋層に含まれる輝石安山岩礫を奈良立層上部の

火山岩相に由来するものと考え，更新世前期とみなした（Ⅱ．2参照）
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Ⅲ．8　貫　入　岩 （D）

　本図幅地域南部の関田山脈に沿う地域に輝石安山岩の岩床及び岩脈が分布する．

　岩床は厚さ50-150mと比較的規模が大きく，板倉町丈ヶ山・袖山・光ヶ原牧場，清里村活滝，牧村前

山，安塚町菱ヶ岳において，須川層上部から奈良克層中部にかけての層準に質入している．菱ヶ岳付近

では，節理の発達した岩床が浸食によって小尾根を形成し，その形状から火炎石と称されている（第16

図）．

　岩脈は伏野峠周辺の2ヶ所で観察された．幅10-20m，NNE-SSW方向へ伸びる鉛直な質入面をもって

白岩層上部に貫入している．

　貫入岩の岩質は斑晶に富む普通輝石紫蘇輝石安山岩ないし紫蘇輝石安山岩である．周囲数mの範囲の

地層は弱い熱変成を受けている．これらは奈良立層中部堆積後の鮮新世末ないし更新世初頭に貫入した

ものと考えられる．奈良立層上部の火山岩と岩質が似ていることから，成因的に関係がある可能性があ

る．

　これらの他に，安塚町樽田の道路脇に幅7mの普通角閃石流紋岩の露頭が存在する．周囲の樽田層との

関係は観察されないが，岩脈であると思われる．

　岩石記載

　　紫蘇輝石安山岩（TalO：GSJ　R60664；第Ⅰ図版C）

産地：安塚町菱ヶ岳．

産状：岩床．灰色塊状で斜長石斑晶が多い．不定形の孔隙が見られる．

斑晶：斜長石・紫蘇輝石．

　　　斜長石は1-2mm，最大4mmの自形で，集斑状組織が見られる．

　　　紫蘇輝石は0.5-2mmの自形で，わずかに反応縁が見られる．一部は鉄鉱物と集斑状組織をなす．

石基：斜長石・普通輝石・鉄鉱物．

　　　問粒状組織をなす．

普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ta48：GSJ　R60665；第Ⅰ図版D）

産地：牧村前山．

産状：岩床．肉眼では1mm以下の不定形の孔隙が認められる．

斑晶：斜長石了・紫蘇輝石・不透明鉱物・普通輝石．

　　　斜長石は0.5-1mm，最大2mmの自形で，微斑晶も多い．集斑状組織が見られる．普通輝石は2-3mm

　　　の半自形結晶が少量含まれる．

右基：斜長石・隠微品質鉱物・普通輝石．問状組織を示す．
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Ⅳ．　中部更新統-完新統

（加藤碵一・竹内圭史）

　本図幅地域から「柿崎」図幅地域にかけて広がる高田平野周辺には，段丘をはじめ多様な第四紀層が分

布する（第17図）．高田平野南東縁に分布する段丘面は，形成後に変形しており同一面でも比高の変化が

著しい．また，一部を除いて発達が悪いので対比が難しく十分な見解の一致をみていない．本図幅地域

内に発達する段丘面群のうち，洪積段丘面を相対的に高位，中位及び低位に分け，このほか沖積段丘面

を2つに区分した．したがって本地域で高位段丘面としたものは必ずしも新潟地域の高位段丘面（たとえ

ば信濃川本流域の谷上段丘面，早津・新井，1981）と対比されるものではない．

　高位段丘堆積物は高田平野西縁を模式地とする愛の風層に相当する．愛の風面の離水の時期は約

13-15万年前と報告されている（早津ほか，1982）．また，中位段丘堆積物はやはり高田平野西縁を模式

地とする平山層に相当し，平山面上にのるロームの最下部は鍵テフラ層の対比から7-8万年前と報告され

ている（大山ほか，1993）．中位段丘面と沖積段丘面との問に発達する段丘面群は一括して低位段丘とす

る．沖積面は段丘化して高位の高悶面と低位の関川面に2分され，おのおの高田層及び関川層の末団結堆

積物で構成される．丘陵・山地沿いには扇状地堆積物が分布する．

　本図幅地域南西隅の低位段丘面上には，妙高火山噴出物起源の渋江川火砕流堆積物と二次的に派生し

た妙高火山泥流堆積物が小規模に分布する．関田山脈北麓部には，斜面崩壊堆積物や地すべり堆積物の

分布がみられる．段丘面や山麓郡の高位小起伏面上には頸城ロームが載り，とくに浦川原村山本山や板

倉町光ヶ原牧場付近に広く分布する．

　関川を中心に支流の矢代川・保倉川・飯田川沿いなどに氾濫原堆積物が分布し，現河川流域には現河

床堆積物が分布する．

Ⅳ．1　高位段丘堆積物（th）

いわのはら

層序関係　山本山台地では田麦川層のシルト岩を，岩原葡萄園以南では猿橋層を不整合に覆う．頸城

ローム層に不整合に覆われる．

分布及び対比　高位段丘堆積物は，三和村の山本山台地及び藤塚山周辺，上越市岩原葡萄園，板倉町別
みかぶり

所，箕冠山から新井市上野原にかけて分布する．愛の風段丘面を構成する高位段丘堆積物に対比される．

　山本山台地の段丘面は，3面（高由平野団体研究グループ，19Sl）もしくは古い順に山本山Ⅰ面-山本山

Ⅶ面の7面に区分される（大山ほか，1993）．高田平野団体研究グループ（1981）の山本山Ⅱ面は大山ほか
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（1993）の山本山Ⅰ面に相当する．前者の山本山Ⅰ面は，浦川原村岩室西方の山麓綬斜面に分布し，より

高位の段丘面に相当する可能性があるが分布も狭く露頭条件も悪いので詳細は不明である．本報告では

高位段丘面に一括しておく．

　大山ほか（1993）はテフラの対比により，山本山Ⅰ面を高田平野西緑の愛の風段丘面（歌代ほか， 1960）

ならびに津南地域の米原Ⅱ段丘面に，山本山Ⅱ面を高田平野西縁の平山段丘面（高田平原団体研究グルー

プ，1961）ならびに津南地域の卯の木段丘面にそれぞれ対比している．なお，山本山Ⅰ面を平山面に対比

する見解もある（頸城村史編さん委員会，1988）が，本報告では大山ほか（1993）の見解に従う．

　山本山西方の藤塚山周辺の丘陵性坤形には，標高30-40m程度のところに平坦面の小分布が見られる．

三和農村勤労福祉センタ-付近で段丘構成堆積物の露頭が観察される．シルトと粗粒-礫質砂の互層状堆

積物で愛の風段丘堆積物に類似している．この地域周辺の断層による高位段丘の変形を考慮すると，こ

の平坦面は山本山Ⅰ面の可能性があるので，本報告では高位段丘面に一括した．今後検討の余地がある．

　新井市東方丘陵部の板倉町山越付近には高位段丘と中位段丘が分布し（高田平野地盤沈下団体研究会，

1977），標高200-230m付近に分布する比較的発達の良い高位段丘面は，愛の風面に対比される（頸城村史

編さん委員会，1988）．

岩相　主として砂礫層からなり一部くさり礫化している．不整合基底部を始め数層準に連続性の悪い安

山岩巨礫層を挟む．

　山本山の道路脇では礫層の層厚1-2m，礫は径15-50cmの安山岩亜角礫が主でチャート礫を含む．基質

は石英長石質の細粒砂からなる．

　別所の山砂利採取場では，猿橋層上に不整合で本段丘堆積物の礫層がのる．礫径数10cm以上の安山岩

巨礫を含み，褐色-茶褐色の砂を基質とする砂礫層である．

　山越南方-南西方では最大礫径2mに達する安山岩巨轢を含む砂礫層からなる．礫は一般に5cm以下の

先新第三系のチャートや貰岩の円礫と10-30cm程度の安山岩円-亜円礫（一部くさり礫化）に富む．

化石　藤塚山南から大型植物化石及び淡水生珪藻化石の産出が報告されている（高田平野団体研究グ

ループ，1981）．

しぶえがわ

Ⅳ．2　渋江川火砕流堆積物（Si）

　早津（1985）の命名による．本堆積物は，妙高団体研究グループ（1969）の渋江川軽石流堆積物に相当す

る．本図幅地域では南西隅にわずかに分布するのみでしかも風化が著しい．模式地は南西隣「妙高山」図

幅地域内の新井市と中郷村境界を流れる渋江川沿いである．灰白色-帯紫灰色で5cm以下の角閃石安山

岩の角礫が卓越し，同質の火山灰基質からなり一部縞状を呈する．最大礫径は30cmに達する．妙高火山

泥流堆積物に不整合で覆われるが，下位層との関係は露頭条件が悪く本地域では不明である．頸城ロー

ム層のA2に対比される（高田平野団体研究グループ，1981 )．低位段丘面上に載る．
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Ⅳ．3　中位段丘堆積物（tm）

　中位段丘堆積物は山本山台地及び清里村菅原に分布し，平山段丘面に対比される中位段丘面を構成す

る堆積物である．沖積面との最大比高は30mである（頸城村史編さん委貞会，1988、大山ほか，1993）．

山本山台地の中位段丘堆積物は高田平野団体研究グループ(198 1 )の山本山Ⅲ段丘堆積物，大山ほか

（1993）の山本山Ⅱ段丘堆積物にあたる．

　清里村菅原付近では，N200E方向に長軸を持ち，長さ1.5km，幅0.8kmの分離丘陵を構成している．

丘陵南端の露頭では，下部は覆われていて不明であるが，葉理のある褐色粗粒砂の上に厚さ50cm程度の

段丘礫層がのっている．比較的礫の淘汰はよく，礫径5cm以下の円礫が多い．最大礫径は10cm程度であ

る．礫種は安山岩に富んでいる．高田平野団体研究グループ（1981）は，月長石を含む石英斑岩礫を報告

している．礫層の上位にはシルト層が載っており，緩く西に傾斜している．本層は高田平野西縁に分布

する平山ローム層（赤羽・加藤（1989）参照）に相当するローム層（後述）によって覆われている．

　全体としては東西に緩く傾斜する形状の背斜構造を呈する．

Ⅳ．4　古期崩積堆積物（C）

　古期崩積堆積物は関田山脈北側の板倉町光ヶ原周辺・清里村青柳・牧村小平・菅に分布する．中新-鮮

新統を谷埋め状に不整合に覆う．層厚は一般に15-20m程度であるが，光ヶ原西方の谷では50m以上に達

する．光ヶ原をはじめ各所に小起伏の平坦面が良く残っている（第18図）．光ヶ原では厚さ1.5mの頸城

ローム層（後述）が載っている．東隣図幅地域ではローム層の載っていない古期崩積堆積物がみられるが，
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本地域では各平坦面とも頸城ローム層が載っているようである．古期崩積堆積物は，数10cm-1m大の輝

石安山岩の岩塊と，同質の崩積土からなる不淘汰な堆積物であり（第19図），ときに奈良立層の・シ

ルト岩のブロックを含む．平坦面を作って谷埋め状に堆積していること，構成岩塊が奈良立層のもので

あり関田山脈稜線北側に大規模な崩落崖が認められることから，古期崩積堆積物は関田山脈稜線の崩落

により生じた土石流堆積物であると考えられる．分布各所の平坦面の標高が異なることから，かなり長

い期間に数回の堆積があったものと考えられる．

Ⅳ．5　低位段丘堆積物（tl）

　平山面より低く高田面より高い段丘面群を低位段丘面として一括する．標高は100-150m低度で，上

流部ほど高くなる．

　低位段丘堆積物は上越市岩原葡萄園に分布し，頸城ローム層E層（後述）の上部以上が載っている（高

田平野団体研究グループ，1981）．

　高田平野南西端部の新井市姫川原・吉本・上野原・上新保・川上などの関川両岸にもいくつかの低位

段丘面が見られる．これらの構成堆積物も低位段丘堆積物に一括しておく．

Ⅳ．6　ローム層

　高田平野及び周辺の関田山脈や妙高山麓には，最大層厚5mに達する更新世の風成火山灰起源のロー

ム層が分布する．本地域では，高位・中位段丘面，古期崩積堆積物を覆って分布するほか伏野峠周辺の

関田山脈稜線にも分布する．

　これらのローム層は，従来一括して頸城ローム層と称され，A-E層に5区分されてきた（新潟重鉱物
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グループ，1976）．しかし各分布地域ごとに異なる名称が用いられることもあり，たとえば高田平野西緑

部の平山段丘上のローム層は平山ローム層と命名され（歌代ほか，1960），妙高山麓部では上・中・下部

ローム層に区分されている．早津ほか（1982）によって，平山ローム層最上部から姶良Tn火山灰層（2.

1-2.2万年前），同中部から大山倉吉火山灰層（4.5-4.7万年前）の挟在が報告されている．

　さらに，従来の頸城ローム層の上下にもローム層が分布することが明らかとなってきた．すなわち，

高田平野東線部の山本山段丘では，頸城ローム層より下位のロームが確認され山本山ローム層と称され

ている（高田平野団体研究グループ，1981）．また，頸城ローム層の上位にF層が分布する（新潟重鉱物グ

ループ，1976）．

　このように，ロームの総括的な区分はなされていないので，本報告では従来の名称を踏襲し，各層に

ついて略述するにとどめる．

　ローム層は下位より山本山ローム層，頸城ローム層（A-E）及びF層に区分される（第20図）．

　山本山ローム層（高田平野団体研究グループ，1981）は，山本山の高位段丘堆積物を覆う．層厚40-50cm

である．

　頸城ローム層は下位よりA-Eに区分される（新潟重鉱物グループ，1976）．各層相を高田平野団体研究

グループ（1981）の報告にしたがって次に簡約する．

　A層は，AlとA2に2分され，前者はさらに15に細分される．前者はおもに風化したスコリアを含む

黄灰色シルトや火山岩片との混合層や粘土化した褐色ローム層を主とし，後者は細粒・粗粒火山灰層の

互層からなる．
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　B層は，安山岩角礫・スコリア・軽石の散在する粉状ローム層である．

　C層はスコリアと安山岩角礫の散在する褐色中軟質ローム層である．

　D層は，上下に細分され，スコリア及びそれと火山角礫との混合層からなる．

　E層は，褐色軟質ロームで暗色帯を境に上下に細分される．

　E層上位の異色土はF層として頸城ローム層とは区別され，野尻湖周辺の相原黒色火山灰層に対比さ

れる（新潟重鉱物グループ，1976）．含まれる火山ガラスは繊維状のものが多い．

　本図幅地域では山本山Ⅰ面には山本山ローム層以上のローム層が分布し，菅原付近の分離丘陵上や愛

の風面にはA2以上が分布する．平山面にはB以上が分布する．

　津南地域の信濃川ローム層との対比では，頸城ローム層のA・Bは米原ローム層に，C-Eは貝坂ロー

ム層にそれぞれ対比される（高田平野団体研究グループ，1981）．

　早津ほか（1982）によって，平山ローム層最上部から姶良Tn火山灰層（約2.1-2.2万年前），同中部から

大山倉吉火山灰層（4.5-4.7万年前）の挟在が報告されている．

Ⅳ．7　妙高火山泥流堆積物（My）

　妙高火山泥流堆積物は，西隣「高田西部」図幅地域内における分布の連続性から，妙高団体研究グルー

プ（1969）の妙高火山泥流堆積物Ⅰ・Ⅱ，早津（1985）の矢代川岩屑流堆積物，新潟県（1980）の矢代川泥流

堆積物に相当すると思われるが，本図幅地域内では南東隅に小規模に分布するのみなのであえて細区分

しない．本泥流堆積物は妙高山から北東へ流下した泥流の末端部である．下位の渋江川火砕流堆積物を

不整合に覆い，扇状地堆積物に覆われる．高野（1969）・高田平野団体研究グループ（1981）によれば，本

報告で関川流域の姫川原や上野原周辺の低位段丘面とした地域の一部に本堆積物の分布が見られるが，

露頭条件が悪く確認できなかったので地質図には示していない．

　堆積物は輝石安山岩の径数10c m - 1 mの不淘汰な角礫ないし亜円礫からなり，最大礫径は2mに達す

る．礫間を細粒の砂-火山灰が充填している．妙高団体研究グループ（1969）によれば本層中の木片の14C

年代値は約2万年前である．

Ⅳ．8　高 田 層 （T）

　本層は高田面を構成する更新世-完新世の段丘堆積物である．沖積面下に分布するため地表の露頭は

ほとんどなく，ボーリング資料による岩相対比から最下部・下部・中部・上部の4層に区分されている（高

田平野団体研究グループ，1981）．下位には魚沼層群相当層の砂礫層が伏在している（第21図）．本図幅調

査においてもとくに追加すべき資料は得られていないので同グループの報告を簡約するに留める．

　最下部高田層は下位より礫，砂，シルト及び粘土からなる．その基底面は関川河口付近で海水準面下

150mである．礫層はウルム氷期最盛期に形成された扇状地堆積物と推定されている．下部及び中部高田

層の基底は，高田平野西縁部の直江津-高出で海面下115m-105m，100-85mにそれぞれ位置する．南部層

とも礫，シルト及び砂などからなるがこれら3層の対比や時代論の詳細については検討の余地がある．
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　上部高田層の基底は直江章-高田で海面下65-60mに位置し，基底部に最大層厚20mに達する礫層が分

布する・この上に重なる砂・シルト・粘土互層は平野中心部までよく追跡されるが，平野周辺部では扇

状地性の礫層に岩相変化する．さらに上部にも数層の礫層を挟む．高田面の段丘化は平安時代末期と推

定されている．また，花粉・淡水生珪藻化石が報告されている（高田平野団体研究グループ，1981）．

せき が わ

Ⅳ．9　関 川 層 （S）

　本層は，関川面を構成する沖積段丘堆積物である．関川面は，本図幅地域では，関川と矢作川の間の

新井市北方にやや広い分布が見られるほかは，その下流郡や飯田川・櫛池川・別所川沿いの高田平野に

小分布があるにすぎない．関川面は，関川氾濫原から1-2mの比高をもち，その段丘化の時期は古地図と

野外調査における蛇行跡の対比から江戸時代と推定されている（高田平野団体研究グループ，1981）．地

表の露頭はほとんどなく層序は不明である．ボーリング資料から礫・砂・シルトからなることが知られ

ている（高田平野団体研究グループ，1981）．
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Ⅳ．10　地すべり及び崖錐堆積物

　東頸城丘陵・関田山脈にはいたるところに地すべり堆積物や崖錐堆積物が分布する．これらは各地域

の地質を反映した不淘汰な岩屑及び崩積土からなる．地すべり堆積物はとくに樽田層・須川層分布域に

多く，これらの地層の地すべりブロックで野外で観察・確認できるものは大きいもので10-20m大に達す

る．関田山脈の北側斜面にはしばしば厚さ十数mに達する崖錐堆積物が発達しており，これは主に奈良

立層の安山岩の数十cm大の角礫及びその風化土からなる．

Ⅳ．11　扇状地堆積物（fa）

　扇状地は，三和村下田島や岡田付近より南方の高田平野と丘陵-山地部との境界部の高田面上に発達

し，とくに別所川に沿う扇状地の発達が著しい．扇状地面の傾斜はきわめて緩く，しかも人工改変を受

けていることが多く，扇端部と高田面との境界は必ずしも明瞭ではない．したがって地質図には，おお

よその境界の位置を示してある．堆積物は未同結の粗粒砂や角-亜角礫を主とし，シルトを挟む．

Ⅳ．12　氾濫原堆積物（f）

　自然堤防堆積物と後背湿地堆積物を一括して氾濫原堆積物に区分しておく．

　関川と保倉川沿いに自然堤防をなす比高数十cmから1 m程度の微高地が発達し多くの集落が立地し

ている．おもに粗粒の土砂が堆積している．これは上流の山地郡の地すべり地域から供給され，大洪水

時に両岸に堆積したものである．

　このほかの支流沿いでも自然堤防の後ろは低平な後背湿地であり細粒の未団結堆積物が分布してい

る．厚さ数mの透水性の悪い粘土・シルト薄層・腐食土などからなる．

Ⅳ．13　現河床堆積物（a）

　関川・保倉川・矢代川を始めとする河川は，たび重なる河川改修によって流路を少しずつ変えており，

河床には山地から運ばれた土砂が川底に堆積している．
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Ⅴ．　地　質　構　造

（竹内圭史・加藤碵一）

Ⅴ．1　基盤構造

　宮崎ほか（1993）は，高田平野南東縁部でほぼNE-SWの測線に沿う爆薬震源による反射法探査実験を

行いその測線記録に基づく線描写図を示した（第22図）．それに基づく暫定的な解釈によルート，本地域の

地下は往復定時3秒以浅（A層），同3-7秒（B層），7-10秒（C層），及び10秒以上（D層）に区分される．基

礎試錐「頸城」（新妻，1982）及び「高田平野」（未公表資料）などの柱状図と比較すルート，A層は中期中新世

の七谷層や難波山層以降の新第三紀-第四紀層に相当し，その層厚は約4kmである．A層とB層の境界は

グリーンタフとその直上の堆積岩層との境界に相当すると考えられる．B層内には断続的ではあるが全

体として連続性を保っているいくつかの反射面が見られる．とくにB層下部（往復走時5秒以深）では岩層

は楔状に重なっているように見える．B層はグリーンタフを含む前期中新世及びそれ以前の火成岩や古

期基盤岩類に相当すると推定される．C層は他の層と異なってその内部にあまり反射面が見えない．C

層上面は深さ約15kmである．本地域におけるキュリー点深度が15kmであることや，本地域の地殻内地

震の発生している深度が15km以浅であることを考慮すると，C層はD層とあわせて地殻下部-マントル

最上部に相当する可能性がある．
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Ⅴ．2　褶　曲

　本地域にはN N E - S S WないしN E - S W方向のいわゆる新潟方向の褶曲が発達する（第2 3図）．東部の

安塚町長倉山から牧村地域にかけては多数の小規模な褶曲群からなるドーム状の朴ノ木複背斜構造があ

る．南部の清里村山板倉町地域には緩いベースン構造が認められる．北部には小谷島背斜・熊谷川向斜・

大月向斜などの軸長7-10km程度の招曲が位置する．また，関田山脈では30-15ﾟで南へ傾斜する同斜構造

である．木成断層・鷹羽断層など，褶曲と同じくNE-SW方向の断層が存在する．

　Ⅴ．2．1　朴ノ木複背斜構造

　朴ノ木複背斜構造（新潟大学東頸城地域地質調査グループ，1987）長倉山背斜・ふすべ山背斜及びこ

れらの北西に位置する小背斜群（牧背斜群：正谷・市村，1970）の総称である．松之山凝灰岩を含む樽田

層がドーム状の複背斜構造をなしている．

　長倉山背斜（新潟県，1971）薬師峠背斜（大和ほか，1959）とも呼ばれる．安塚町樽田から長倉山を経

て牧村鷹羽鉱泉までの長さ約8km．地層の一般的傾斜は東翼で40-70ﾟ，西翼でやや緩く30-60ﾟである．

　ふすべ山背斜（新称）安塚町と牧村の境界のふすべ山に位置し，長さ約 4 k m．地層の傾斜は東翼で

20-40ﾟ，西翼で30ﾟ前後である．

　宇津ノ俣向斜（新称）長倉山背斜とふ、すべ山背斜の間に位置し，長さ8km．傾斜は牧村朴ノ木では

50-70ﾟである．向斜はSWヘプランジしており牧村上牧付近で解消する．牧村小平の飯田川では須川層

中に軸部が観察される．

　白山背斜（大和ほか，1959）牧村雨露から清里村上中篠まで長さ約101km，傾斜は40-60ﾟ．

　Ⅴ．2．2　その他の摺曲

　小谷島背斜（新潟大学東頸城地域地質調査グループ，1987）岩野背斜（本座，1965a）とも呼ばれる．本

図幅地域には浦川原村小谷島から安塚町坊金にかけて，小谷島背斜の南半郡約4kmが位置する．本地域

での一般的な傾斜は西翼で70-90ﾟ，東翼で40-60ﾟの非対称な閉じた褶曲である．軸部に須川層，両翼に田

麦川層が分布する（地質断面図参照）．

　熊谷川向斜（小林ほか，1989）小谷島背斜の西側に沿って北東隣「岡野町」図幅地域から延びている向

斜で，本地域では浦川原村下猪子田から同清川原を経て三和村払沢にかけて位置し延長9kmにわたる．

傾斜は中央部では両翼とも30-40ﾟであるが，東部・西部では非対称であり南東翼が70ﾟ前後の急傾斜を示

す．

　真光寺背斜（大和ほか，1959）浦川原村真光寺の須川層分布域に位置する長さ約5kmの背斜である．

傾斜は東翼が30-50ﾟ，西翼が15-20ﾟである．大和ほか（1959）は真光寺背斜が北東へ延び小谷島背斜へ続く

としたが，新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）が地質図に示したように，本背斜は安塚町安塚

以北へは連続しない．

　大月向斜（大和ほか，1959）浦川原村横住から牧村大月をへて荒井に延びる向斜で長さ約9km．傾斜
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は両翼とも約20ﾟである．荒井の飯田川では樽田層の泥岩砂岩互層の露頭に軸部が観察される．

　須川背斜（大和ほか，1959）「松之山温泉」図幅地域に位置する長さ3kmの背斜で，本地域には安塚町

須川にその南西部が位置する．

　田麦川向斜（新潟大学東頸城地域地質調査グループ，1987）田麦向斜（本座，1965a）とも呼ばれる．「岡

野町」・「松之山温泉」図幅地域に位置する長さ約10kmの盆状の向斜で，本地域には大島村六夜山にその

南西端が位置する．

　板倉町猿供養寺には富倉背斜（森島，1941）・中栗向斜（Saito，1962）の北端部が位置する．板倉町地域は

露頭が非常に少ないため，これらの褶曲がより北方まで延長するかどうかは不明である．

　三和村社地山の桑曽根背斜（正谷・市村，1970）については，今回の調査で観察された限りでは地層は

すべて東傾斜であり背斜の存在を確認できなかった．

Ⅴ．3　断　層

こ な り

　Ⅴ．3．1　木成断層

　中村（1982）は，従来の猿橋断層（森島，1941；Saito，1962）を南隣「飯山」図幅地域で詳しく研究し，東

側が衝上する逆断層としての性質を明らかにして木成断層と呼んだ．

　本図幅地域には木成断層の北半部が位置し，板倉町飯喰沢から別所を経て清里村寺脇へ延びる．木成

断層を境に，東側の須川層及び樽田層と，西側の猿橋層とが接している．別所南西方約1kmの砂利採取

場では，北西側の猿橋層の礫岩と南東側の須川層の黒色塊状泥岩が本断層で接している（第24図）．同地

での観察及び野外での各露頭の位置から判断して，本図幅地域では木成断層はNN E - S S W性の走向を

もつ高角断層である．直変位量はNW落ち少なくとも500m以上である．坑井別所TS-1の資料（新妻，

1982）と比較すルートみかけの変位量（傾斜隔離）は2,000mを越える．断層近傍の須川層の走向はほぼ断層

に沿い，傾斜はSEに30-400である．猿橋層も同様に20ﾟ程度の東傾斜をもつ．木成断層の北端について



－ 45 －

は,三和村宮口で猿橋層の分布が途切れており,宮口以北の樽田層中には断層が認められないことから,

木成断層がNNW方向に曲がっているものと考えられる.

　
た か ば

Ⅴ．3．2　鷹羽断層（新称）

　鷹羽断層は，牧村鷹羽鉱泉周辺において特出層及び須川層と田麦川層とを境する断層である．板倉町

前山北西から安塚町伏野までE N E - W S W方向に7 k m以上延びる．南西延長は崩積堆積物などで露頭が

悪いため確認できていない．長倉山背斜の南端が鷹羽断層により断たれ，樽田層及び須川層と田麦川層

とは著しい構造的不連続をもって接している．変位は南落ちで垂直変位量は鷹羽鉱泉で1,000m近くに達

する．断層面は観察されないが，鷹羽鉱泉及び牧村菅では断層地形の一種であるケルンコルがみられ

る．

　Ⅴ．3．3　その他の断層

　山越断層，新井市吉木において，須川層と猿橋層を境する断層である（高田平野団体研究グループ，
あ そ う だ

1 9 8 1）．S S W方向へ延びて新井市麻苧田（南隣「飯山」図幅地域内）の麻苧田断層（高田平野団体研究グ

ループ，1981）に連続する．変位はNW落ちで，麻苧田では落差約450m（高田平野団体研究グループ，

1981）である．

　関田峠・黒倉山断層群（活断層研究会，1991）活断層研究会（1991）は，牧村前山・牧峠にENE-SWS

方向の断層群，伏野峠周辺にW N W - E S E方向の断層群を認定している．前山・牧峠の道路沿いでは奈

良立層が観察されるが，今回の調査では断層は確認されなかった．

　その他の断層　三和村桑曽根では，樽田層・須川層と田麦川層との間に構造の大きな不連続があり，

三和村桑曽根から浦川原村熊沢に至る北落ちの断層の存在が推定される．

　牧村田島から高谷にかけての地域では，稗田層の松之山凝灰岩・桜滝凝灰岩の分布が見られる．折居

川・高尾では桜滝凝灰岩を切るNE-S W方向の高角断層がそれぞれ観察された．高尾・高谷では松之山

凝灰岩の分布と地層の走向傾斜との不一致から断層が推定される．これらをもとに，牧油田の地質構造

図（石油技術協会，1973）を参考に，3本の断層をひいた．

　牧村柳島では大月向斜の両翼で樽田層の凝灰岩の分布が食い違っており，向斜東翼の飯田川では樽田

層中に断層がみられ走向傾斜が乱れている．これらのことから，向斜軸東側に沿う断層の存在が推定さ

れる．

　牧村柳島から泉にかけては，樽田層最上部の凝灰岩の分布に食い違いがみられ，断層を推定した．た

だし，凝灰岩の複雑な分布は小褶曲群によるものである可能性もある．

　牧村菅で田麦川層ｰ奈良立層の分布のずれからNW-S E方向の断層が推定される．ただし鷹羽断層と

の新旧関係は確認できていない．

　板倉町丈ヶ山では須川層・田麦川層の分布と構造とが斜交することから断層の存在が推定される．

　菅原断層（活断層研究会，1991）清里村菅原において中位段丘面の南東側に位置する断層で，変位は

SE落ちである（活断層研究会，1991）．今回の調査では確認できていない．

　箕冠山断層（活断層研究会，1991）活断層研究会（1991）によれば，本断層は新井市川上から箕冠山を
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経て板倉町別所まで延びるとされている．しかしその位置は，南西部は高位段丘面の南東縁に，北東部

は木成断層にそれぞれ一致している．板倉町西貝屋の砂利採取場では断層は認められないので，本報告

では南西部の地形的特徴は高位段丘面によるものとみなした．

Ⅵ．　応　用　地　質

（竹内圭史・加藤碵一）

Ⅵ．1　石油・天然ガス

　石油・天然ガスは，牧村地域の牧油田と板倉町地域の別所ガス田に小規模に産出する．

　牧油田　牧油田は牧村の飯田川沿いを中心に板倉町玄藤寺・達野にかけて位置する．牧油田の産油層

は樽田層中の凝灰岩・砂岩である．地質構造はNE - S W方向の平行した背斜群からなりSE側上がりの

逆断層群を伴っている（第25図）．1901年（明治34年）から開発が進められ，最盛期の1907年（明治40年）に

は日産約28klあった．総坑井数640坑，1953年時点での採油坑井数145坑，総産油量148千kl，日産1.8kl，

及び天然ガス日産101m3であった（以上，地質調査所（1957）による）．現在はほとんど枯渇した．

板倉町玄藤寺・達野及び栗沢では，1875年（明治8年）から1903年（明治36年）にかけて手掘りで掘削し，

最盛期には年間30千klの原油を産出した（新潟県，1966）．

　牧油田に産出する少量の天然ガスは，1966年の時点では鷹羽鉱泉など数坑で家庭用に採取されていた

（新潟県，1966）．

　別所ガス田　別所ガス田は板倉町別所に位置する．石油技術協会（1973）によれば，別所ガス田の開発

は，1966年に清里村菅原で試掘した後，翌1967年に板倉町別所で別所TS-1号坑井を深度2,000mまで試

掘し，29,300m3／日の天然ガスの採取に成功した．続いて1968年に南西の中之宮2号井を開発するなど，

翌1969年までに計10坑を掘削した．天然ガスの稼行層は，別所TS-1では深度1,100mの下部寺泊層の

Ⅲg砂層，中之宮-2では深度1,800mの難波山層上部のS凝灰岩層である（第26図・第27図）．

　別所ガス田の産出は1969年から本格化し，1970年には天然ガス34,000千m3，原油3,800klを産出したが

（石油技術協会，1973），1975年は天然ガス8,116千m3，原油700kl，1987年は天然ガス1,650千m3，原油

13klに減少した（新潟県，1977・1989）．1991年までの累計では天然ガス1,052百万m3，原油14千klである

（天然ガス鉱業会・大陸棚石油開発協会，1992）．

　なお，本図幅地域内には第6表（p.19）に示すような坑井が掘削されている．
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Ⅵ．2　砕　石

にし が  や

　板倉町西貝屋・別所，上越市大口・北方で猿橋層の礫岩が砕石として大規模に採取されている．

Ⅵ．3　地すべりと斜面崩壊

　東頸城丘陵は日本有数の地すべり多発地域であり，新第三系分布面積のうち3分の1が地すべり地であ

る（第28図）．大和ほか（1959）は本地域から松之山町にかけての東頸城丘陵の地すべりの分布について報

告した．地すべりが多い原因は樽田層・須川層の泥岩が広く分布することと褶曲が発達していることに

よると考えられ，背斜・向斜部では地すべりの密度が高い（新潟県農林水産部治山課，1980）．

　猿供養寺地すべり　板倉町猿供養寺に発生している地すべりで，本図幅地域では最も大規模な地すべ

りである．須川層の塊状泥岩を貫く安山岩（丈ヶ山）の南西斜面に発生した地すべりである．地すべりの

発生はかなり古く，およそ800年前に地すべりを鎮めるため旅憎が人柱となったことが知られている（新

潟県，1984）．1960年に建設省土木研究所新潟試験所が日本で初めて地すべりの長期観測を開始し，地す

べりの調査方法・防止工法の研究が行われてきた．1992年には同地に地すべり資料館が開館している．

以下，建設省土木研究所新潟試験所（1982）により記述する．

　地すべりは幅50-100m，延長約1.5km，すべり層厚4-15m，高低差約260m，面積24haであり，3つの

滑落崖が認められる（第29図）．明治初め頃に地すべりが活発化し，1897年（明治30年）頃には崩壊型地す

べりが生じた．第1・第2滑落崖はこの時期に形成されたものである．1923年（大正12年）の関東大震災を

契機として第2滑落崖下の斜面の地すべりが活発化した．第3滑落崖下250mの斜面が猿供養寺地すべ

りの代表的斜面構造をもつ部分で地すべり試験地となっている．地すべり防止工事が本格化する以前の

昭和40年代の年間移動量は2-6mであった．また，一年のうち積雪量の増大期に地すべりが活発になるこ

とが観測されている（新潟県，1984）．

　斜面崩壊　関田山脈北側斜面及びその周辺の丘陵斜面には，大小の規模の崩壊地形と崖錐堆積物の分

布がみられる．安山岩岩塊からなる崖錐堆積物は現在も小規模ながら継続的に崩れ続けており，毎年融
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雪期には道路に岩塊が落ちるなどの被害がみられる．また，古期崩積堆積物の末端はしばしば顕著な崩

落崖になっており，大規模な崩落が発生するおそれがある．
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Ⅵ．4　鉱泉・地下水・地盤沈下

　Ⅵ．4．1　鉱泉
た か ば

　本図幅地域は温泉・鉱泉の湧出に乏しく，わずかに牧村の鷹羽鉱泉があるにすぎない．樽田層の泥岩

砂岩互層から自然湧出する単純硫黄泉で（新潟県，1966），泉温は9℃，湧出量は10l／分である（新潟県生

活環境部，1982）．このほか，板倉町上関田及び袖山東方にも温泉の兆候がある（新潟県，1966）．

　Ⅵ．4．2　地下水と地磐沈下

　高田平野の地下水調査は，渡辺（1917a，b）以来，新潟県や地質調査所のほか，高田平野地盤沈下団体

研究会（1973，1977）などによって頻繁に実施され，その上つの集大成が新潟県高田平野水理地質図（野

間・後藤，1982）として出版されている．以下にその要約を記しておく，

　高田平野地域の地下水利用の対象となる帯水層は上位よりG 1，G 2，G 3，G 4及びG5層に区分される．

G1及びG2層は高田層相当層に，G3，G 4及びG5層は魚沼層群相当層に挟まれる砂礫層である．このうち

G 1- G 4層は平野全域に分布するが，G 5層は北方でG 4層に収斂する．全体に汽水性の堆積物であるが，

平野中央部ではG 3，G 4及びG 5層は浅海性相を示す．平野辺緑部では，砂礫層間の粘土層の発達が悪く

各帯水層の識別が困難であるが，平野中心部では明瞭である．上越市直江津地区臨海部における各帯水

層の賦存深度は，G1層が60-80m，G2層が90-130m，G3層が160-180m，G4層が230-280m，G5層が320-390

mである．

　地下水供給源は，大部分が妙高山麓や平野周縁部の丘陵地帯において浸透した降水であるが，関川や

矢代川などの表流水の一部も含まれる．

　上位の帯水層から地下水開発が進められ，いずれも初期の自噴状態から揚水量増加による水位低下を

きたしている．たとえばG4層は1956年頃まで自噴状態であったが，1967年頃には揚水水位が30mを超す

ほどになり1968年には汲み上げ量が約79,000m3／日に達した．その結果臨海部で地下水の塩水化や地盤

沈下が見られるようになった．とくに，上越市千原付近では1969年9月-1970年9月の1年間で最大64mm

の沈下量を示した．その後1969年頃から地下水汲み上げとくに工業用水の自主規制などによって地下水

位のある程度の回復が見られている．1972年から規制を行い42,000-56,000m3／日程度で推移している

（新潟県商工労働部工業振興課，1981）．また，最大地盤沈下量も1974年9月-1975年9月で約16mmに減少

した．1968年から10年間の最大沈下量は上越市高田の190mmである（新潟県商工労働郡工業振興課，

1981：頸城村史編さん委員会，1988：第30図）．

　本地域の地下水の水温は全般的に100mについて3℃の上昇を示し，南から北にむかって水温が高く

なる傾向がある．

　一般にG4層の水質が良好で，たとえば鉄（Ⅱ）イオン含有 量は，G4及びG5層が0.1-0.3mg／ｌ程度であ

るのに対して，他の帯水層は数mg／ｌないしそれ以上ときわめて大きい．また，G5層の塩化物イオン含

有量は非常に大きく，堆積当時の地下水（浅海性）の影響を受けていると推定されている（新潟県，1977,

野間・後藤，1982）．
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Ⅶ．　資　　料

（竹内圭史）

Ⅶ．1　凝灰岩鍵層

　本図幅地域には樽田層上部から須川層下部にかけての数枚の厚い凝灰岩をはじめ，各層準に凝灰岩が

挟在する．しかし従来の報告では，新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）による本地域東部での

ものを除いては，凝灰岩の記載は十分ではなかった．そこで，本研究で観察された主な凝灰岩について

簡単に記載して今後の研究の基礎資料とする（第31図）．文中のTa00は凝灰岩の試料番号である．凝灰岩

の粒度の記述は砕屑岩の粒度区分によった．記載した凝灰岩露頭の位置は地質図に記入してある．

　Ⅶ．1．1樽田層の凝灰岩鍵層

　松之山凝灰岩（Tp）　池辺（1940）命名．模式地は東隣「松之山温泉」図幅地域内の松之山町松之山．層厚

約50-100mの淡緑灰色堅硬な結晶質軽石凝灰岩である．長倉山・ふすべ山で観察されるほか，牧村芋ノ

坪・雨露・田島・鷹羽鉱泉では上部が露出している．下部は塊状であり，上部は平行層理が発達ししば

しば50cm以下の泥岩ブロックを多量に取り込んでいるほか，最上部では級化成層が見られる．分布域西

部の切題・雨露では松之山凝灰岩上部の中に厚さ数mの泥岩が2-3枚挟在しており，本凝灰岩上部が数ユ

ニットからなることを示している．塊状部の試料は，ともに1mm大の緑色の軽石と斜長石からなり，少

量の火山岩片も認められる（第Ⅰ図版 A）．

　桜滝凝灰岩（Ttl）（新称）　模式地：牧村桜滝の飯田川．松之山凝灰岩の上位に挟在し，桜滝・高尾・雨

露に分布する．厚さ約18mの結晶質軽石凝灰岩で，上部は平行層理が発達する（第31図a・b）．松之山凝

灰岩上部と堆積構造・岩質とも類似しており，東部地域の松之山凝灰岩最上部に対比されるものと考え

られる．

　朴ノ木凝灰岩（Tt2）　新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）命名．安塚町切越で松之山凝灰岩

の上位に挟在する．切越の朴ノ木川では厚さ3.5mである（第32図c）．松之山凝灰岩と同質の，堅硬な粗

粒な結晶質軽石凝灰岩である．模式地の松之山凝灰岩最上部に対比される（新潟大学東頸城地域地質調査

グループ，1987）．

　牧村菅の飯田川には長倉山背斜の軸郡に厚さ約2mの粗粒凝灰岩が挟在する（第31図o）．軽石・斜長石

のほか岩片を含む．本報告ではこの凝灰岩及び長倉山西側に分布する凝灰岩を朴ノ木凝灰岩に対比した．

　東松ノ木凝灰岩（新称）　牧村東松ノ木の飯田川の樽田層に挟在する．厚さ約4mの白色半団結の中粒
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酸性凝灰岩である（第31図n）．0.5-1mm大の軽石・斜長石片，及び火山ガラスからなる（第Ⅰ図版B）．

　牧村山口の飯田川では3枚の厚い凝灰岩が挟在する．本報告では下位のものをTt3，中位のものをTt4

と呼ぶ．Tt3は厚さ8m以上の極粗粒酸性凝灰岩であり，飯田川から社地山へよく連続する．中位のTt4

は厚さ20m以上の根粒-中粒酸性凝灰岩で，一部に泥岩ブロックを取り込んでいる（Ta78：第31図d）．軽

石・斜長石のほか普通角閃石・黒雲母を含む．上位のTa60は厚さ5m以上の凝灰岩とともに厚さ数十cm

-2mの多数の凝灰岩からなる（第31図e）．軽石・斜長石のほか黒雲母・普通角閃石を含む．

　三和村宮崎新田周辺では少なくとも4枚の厚い凝灰岩が挟在する．最も下位のものは厚さおよそ10m

以上の塊状の極細粒凝灰岩である．2番目のTt3は最も顕著な凝灰岩であり厚さ15m以上の極粗粒酸性

凝灰岩である（第31図f）．

　牧村樫谷の樫谷川には厚さ30m以上の極粗粒酸性凝灰岩が露出している．主部は塊状で一部に数十

cm大の泥岩ブロックを取り込んでいる．上部は級化成層が見られ，最上部1.5mは平行層理を示す．軽

石・斜長石片のほか黒雲母・普通角閃石を含む．本報告ではこの凝灰岩をTt4に対比した．この凝灰岩の

上位は塊状の泥岩が厚さ数十m以上にわたり累重する．

　安塚町下吉坪の高谷川には樽田層上部の層厚約130m間に3枚の粗粒酸性凝灰岩が挟在する．下位の

Ta93は厚さ5m以上，その約30m上位のTa72は厚さ2.5m以上，上位のTa92は厚さ6m以上で極粗粒軽

石・斜長石片からなり，いずれも黒雲母を含む（第31図i・j・k）．

　安塚町小異の朴ノ木川には樽田層上部に厚さおよそ15mと見積もられる細粒酸性凝灰岩が挟在する

（Ta58：第31図1）．細粒軽石・斜長石片からなり黒雲母を含む．

　Ⅶ．1．2　須川層の凝灰岩鍵層

　谷凝灰岩　新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）命名．安塚町信濃坂の小黒川の須川層下部に

挟在する，厚さ2.5mの中粒酸性凝灰岩である（第31図p）．1mm大の斜長石を含む．

　牧村小平の飯田川では，向斜南東翼の須川層中に2枚の粗粒-中粒酸性凝灰岩が挟在する．下位のTa69

は厚さ2m，その約50m上位のTa68は厚さ4m以上であり（第31図q・r〉，Ta68は軽石・斜長石のほか少量

の岩片を含む．

　竹所凝灰岩　新潟大学東頸城地域地質調査グループ（1987）命名．安塚町横住の高谷川の須川層上部に

挟在する．厚さ1.4mの粗粒酸性凝灰岩である（第31図s）．火山ガラスと中拉軽石からなり黒雲母を含む．

　大島村入山沢川の須川層上部に2枚の凝灰岩が挟在する．下位のTa206，その約30m上位のTa205とも

厚さ約1.8mの細粒酸性凝灰岩である（第31図t・u）．

　板倉町機織には2枚の厚い凝灰岩が挟在する．下位のTa26は厚さ16m以上の根粒な酸性凝灰岩で（第

31図g），軽石・斜長石片からなり黒雲母・普通角閃右を含む．また，厚さ1m程度の泥岩ブロックの卓越

するゾーンを挟む（第9図）．普通角閃石を含むことから本報告ではこの凝灰岩を牧村地域の樽田層上部の

Tt4凝灰岩に対比した．上位のものは厚さ約30m以上の中粒酸性凝灰岩で一部に泥岩礫を取り込んでい

る．軽石・斜長石のほか黒雲母を含む．

　板倉町別所に挟在する凝灰岩は，厚さ合計16m以上の粗粒凝灰岩で多くの泥岩ブロックを取り込んで

いる（Ta305：第31図h）．
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　Ⅶ．1．3　田麦川層の凝灰岩鍵層

　大島村入山沢川の田麦川層下部には，厚さ約3mの細粒酸性凝灰岩が挟在する（Ta204：第31図m）．

　浦川原村虫川の田麦川層上部には，厚さ1.6mの細粒ガラス質凝灰岩（Ta44）が挟在する．

　清里村赤池の清滝川には厚さ約1mの酸性擬灰岩が挟在する．

　清里村活滝の田麦川層中部には厚さ1.2mの酸性凝灰岩が挟在する（Ta301：第31図v）．

　菅凝灰岩　牧村菅の飯田川の田麦川層上部に挟在する．厚さ2mの白色半団結の細粒酸性凝灰岩で，下

半部は平行葉理，上半部は波状の葉理を示す（Ta210：第31図w）．バブルウォール型の火山ガラスからな

り黒雲母を含む．また，安塚町菱ヶ岳の小黒川の出麦川層上部には厚さ1m以上の凝灰岩（Ta225：第31

図Ⅹ・第33図）が，その1.5km西には厚さ1.2mの凝灰岩（Ta213：第31図y）が挟在する．これらを菅凝灰

岩に対比した．

　Ⅶ．1．4　浦川原層の凝灰岩鍵層
ながしり

　長走疑灰岩（新称）　新潟県（1979）に示されている清川原層上部に挟在する酸性凝灰岩を長走凝灰岩と

呼ぶ．浦川原村菱田の熊谷川向斜北翼では，単層の厚さ10-40cmの極細粒凝灰岩が砂質シルト岩を挟み

ながら厚さ3.5mの凝灰岩層をなす．向斜軸部では主に径1-2cmの白色軽石からなり厚さ10mに達する．

一部で異常堆積構造が見られる（第14図）．

Ⅶ．2　フィッション・トラック年代

　樽田層の松之山凝灰岩及び東松ノ木凝灰岩，田麦川層の菅凝灰岩のフィッション・トラック年代測定

を行った．測定は京都フィッション・トラック㈱に依頼した．試料採取地点は地質図に記入されてい

る．

松之山凝灰岩

採取地　安塚町長倉山

試料T a 3 3（G S J R 6 0 6 6 0）灰緑色塊状の団結した中粒結晶質軽石凝灰岩（第Ⅰ図版A ）．ジルコン本

質結晶含有率80％．

測定結果　試料は平均的な測定条件を備えている．自発トラックには短縮化傾向をもつものが少量存在

する．測定した30粒子を同一起源のものとみなし一年代値9.8±0.9Maが得られた（第4表，第32図a）．

東松ノ木擬灰岩

採取地　牧村東松ノ木

試料　T a 5 3（G S J R 6 0 6 6 1 ）白色半団結の中拉酸性凝灰岩（第Ⅰ図版B ）．ジルコン本質結晶含有率

65％．

測定結果　試料は平均的な測定条件を備えている．自発トラックには短縮化傾向をもつものが少量存在

する．測定した30粒子のうち粒子年代が19Ma以上の8粒子を異種年代粒子とみなして除外し，年代値
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7.7±0.9Maが得られた（第4表，第32図b）．

菅凝灰岩

採取地　牧村菅

試料　Ta210（GSJR60662）細粒酸性凝灰岩．ジルコン本質結晶含有率40％．

測定結果　測定した29粒子のうち粒子年代13Maの1粒子を異種年代粒子とみなして除外し，年代値

3.3±0.3Maが得られた（第4表，第32図c）．

Ⅶ．3　菱ヶ岳ルートのルートマップ

　田安川層上部ｰ奈良立層下部が良く観察される安塚町菱ヶ岳西の沢のルートマップを第33図に示す．
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（Written in 1993）

（ABSTRACT）

The Takada-tobu districtis mainly situatedin the southwestern part of Niigata Prefecture,
Central Houshu. The district includes the western part of the Higashikubiki Hills and the southern
half of the Takada Plain. The southeasternpart of the district is in the Sekida Mountains.

This district is geologically the northernmost part of the Fossa Magna regionwhich is a large half
-graben separating Northeast and Southwest Japan.

GEOLOGY

TheTakada-tobu district belongs to the southwestern part of the Late Cenozoic Niigata sedimen-
tary basin, whichis filled mainly with upward-Shallowing Middle Miocene to Early Pleistocene
marine to non-marine sediments. The Middle Miocene to Pliocenesequence can be devided into five
Stages, that is Tsugawa, Nanatani, Teradomari, Shiiya and Nishiyama stage. The Middle to Late
Miocene formations yealdoil and natural gas. The Mesozoic sedimentary complex and granite are
known as the basement of the Neogene rocks from deep borehole sdata.
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In the Takada-tobu district, Late Miocene to Early Pleistocene sedimentary and voIcanic rocks
are distributed in the Higashikubiki Hills and the Sekida Mountains. Quaternary sediments are
distributed mainly in the Takada Plain.

MIOCENE TO LOWER PLEISTOCENE

The Late Miocene to Early Pleistocene sequence exposedinthis districtis dividedinto seven
formations, Taruda, Sugawa, Tamugigawa, Shiroiwa, Uragawara, Naradate and Saruhashi Forma-
tionsin ascending order. Middle Miocene sedimentary rocks underlie the Taruda Formation
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according to data of several deep boreholes. The Late Miocene to Plistocene formations are mostly

composed of sedimentary rocks and exceeds 3，000 meters in total thickness.The Shiroiwa Forma-

tion in the Sekida Mountains and the Uragawara Formation in the northern area of this district are

correlative to each other. The Saruhashi Formation unconformably overlies the Sugawa Formation

in the western margln of the Higashikubiki Hills.

According to the planktonic foraminifera and diatom biostratigraphy and fission track dates,

geologic ages of each formations are as follows: the Taruda Formation and the Sugawa Formation

are Late Miocene and estimated to be 10-7Ma and 7-5Ma, respectively.  The Tamugigawa Forma-

tion is Early to Late Pliocene(5-3Ma).  The Shiroiwa Formation and the Uragawara Formation are

Late Pliocene(3-2.8Ma).  The Naradate Formation is of Late Pliocene(2.8-2Ma), and the Saruhashi

Formation is probably Early Pleistocene. These formations of theTakada-tobu district are cor-

related to the formations of the Niigata Standard Stratigraphy as follows.

Takada-tobu district Niigata Standard Stratigraphy

Naradate and Saruhashi Formations Uonuma Group

(including the Wanazu Formation)

Shiroiwa and Uragawara Formations Shiroiwa Formation

Tamugiawa Formation Nishiyama Formation

Sugawa Formation Shiiya Formation

Taruda Formation upper Teradomari Formation

The Taruda Formation is widely distributed in the Higashikubiki Hills. It is composed of

interbedded black mudstone and sandstone, and massive black mudstone. The thickness is more

than 1,000 meters. The Matsunoyama Tuff is intercalated in the middle horizon of the formation and

a few additional acidic tuff beds occur in the upper horizon.

The Sugawa Formation conformably overlies and partly interfingers with the Taruda Formation.

It is black to dark grey massive mudstone and has a thickness of 800-1,000 meters.

The Tamugigawa Formation conformably overlies the Sugawa Formation. The formation

comprises two lithofacies; turbidite and siltstone facies which interfinger with the turbidite facies.

The thickness is 500-1,000 meters. The turbidite facies is composedofinterbedded sandstone and

siltstone, and is distributed in the northeastern area and the southern area. Thick-bedded sandstone

is intercalated in the turbidite facies of the northeastern area. The siltstone facies is composed of

massive siltstone, and is distributed in the northern and southeastern areas of this district.

The Shiroiwa Formation is distributed in the small areas of the northern foot of and along the

Sekida Mountains . It conformably overlies the Tamugigawa Formation. The formation, 80-200

meters thick, is composed of massive sandy siltstone and sandstone. A few Molluscs  from the

formation show the shallow marine environment.
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TheUragawara Formation occurs in the northern area of this district. It conformably overlies the

Tamugigawa Formation. The formation consists mostly of interbedded sandy siltstone and silt-

stone, and contains conglomerate and acidic tuff in the upper part. The thickness is over 750 meters.

The Naradate Formation is distributed along the Sekida Mountains conformably overlylng the

Shiroiwa Formation. It is devided into three facies: the sandstone facies, the sandstone and siltstone

facies and the voIcanic rock facies in ascending order. The sandstone facies, 60-100 meters thick,

is composed of sandstone and conglomerate. The sand and silt facies is mainly composed of 1-5

meters thick beds of siltstone and sandstone and minor conglomerate beds.

The sandstone and siltstone facies is of mostly fluvial origin,but few brakish molluscs are found,

indicating that occasional marine transgressions occured in this facies.The thickness is 300-800

meters. The volcanic rock facies constitutes the upper part of the Naradate Formation, is composed

of andesite lava and volcanic breccia. Its thickness exceeds 400 meters.

The Saruhashi Formation is distributed in the western margin of the Higashikubiki Hills,

unconformably overlying the Sugawa Formation.  It is composed of conglomerate with sandstone

and siltstone.  The thickness  exceeds 450 meters.

Pliocene to Early Pleistocene andesite sills and dikes occur mainly in the Sekida Mountains and

are intruded in the Sugawato Naradate Formations.

QUATERNARY

Late Pleistocene terrace deposits is divided into three groups; higher, middle and lower terrace

deposits. They are mainly composed of andesite gravels and sand, and covered with the Kubiki

Loam (a composite bedded weathered volcanic ash). The age of intercaleted key tephras of the

higher and middle terrace deposits are estimated at 0.12-0.13 Ma and 0.07-0.08Ma, respectively.  On

the lower terrace surface are the Shibuegawa Pyroclastic Flow Deposits and the Myoko volcano

mudflow deposits, both of which originated from the erupted products of Myoko Volcano.

Holocene Takada and Sekigawa Formations comprise gravels, Silt and sand, and form terrace

surfaces, the Takada and Sekigawa Surfaces, respectably. The former surface is widely distributed

in the Takada Plain.

Fan deposits are well developed along the southeastern margin of the Takada Plain.  Colluvial

and landslide deposits commonly occur on the northern slope of the Sekida Mountains.

Flood Plain deposits and recent fluvial deposits are distributed along the Seki River and its

branches.
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GEOLOGIC STRUCTURES

The geologic structure of the Niigata Sedimentary Basinis characterized by the NNE-SSW
trending folds. NE-SW trending folds are also common in the Higashikubiki Hills in the Takada
-tobu district with slight dome and basin structures. Formations in the Sekida Mountains show a
southward dipping homoclinal structure.

There are some NE-SW trending faults in this district. The Konari Fault in the western margin
of the Higashikubiki Hills and the Takaba Fault in the Sekida Mountains are major faults.

ECONOMIC GEOLOGY

The Maki oilfield is located in the central area of the Takada-tobu district. It was developped in
1900’s and closed before 1960. Oil of 150,000 kilolitres and minor amount of natural gas were yielded
from the Taruda Formation.

The Bessho gas field is located in the southwestern margin of the Higashikubiki Hills. It was
developped in later 1960’s and yelded totall 1,052 million m3 natural gas from the Middle Miocene
formation.
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